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当組合の概要

（令和5年9月末現在）

名 　 称
理 事 長
本 店 所 在 地

創 　 立

出資金（資本金）
店 舗 数
組 合 員 数
預 　 金
貸 出 金

　  新潟縣信用組合（略称： ）
　  赤川　新一
　 〒951-8114
　新潟市中央区営所通一番町302番地1
　TEL 025-228-4111

　  昭和25年2月25日

　  2,360百万円
　  44店舗
　  75,497名
　  447,698百万円
　  184,620百万円

　平素より新潟縣信用組合（略称： ）をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　皆さまから当組合に対するご理解を一層深めていただくため、「令和5年度中間決算期のディスクロージャー」を作成いた
しましたので、ご高覧いただければ幸いに存じます。
　さて、最近の経済情勢は、物価高や円安の進行などの影響を受けつつも、コロナ禍からの脱却が進み経済活動が正
常化する中で、消費需要の高まりや賃上げの加速、緩和的な金融政策などに支えられて、景気は緩やかに回復を続けて
おります。また、先行きについては、インバウンドの回復や企業による設備投資の増加などを背景に、引き続き景気が持ち
直していくことが期待されます。一方で、世界的な金融引き締めや中国経済の先行き懸念など、景気押し下げのリスクも
潜在化しております。
　このような中、今年度は、「第19次中期経営計画（令和4年度～6年度）“地域との伴走・共生”～顧客との信頼関係の
再構築・強化を目指して～」の2年目にあたり、5つの経営課題「人的資源の活性化」「地域力の発揮」｢組織体制の確立」
｢収益力の向上｣「健全性の強化」の実現に向けて、組織全体で総力をあげて計画の達成に向けて取り組んでまいります。
　特に、厳しい経済環境のもとで人手不足や原材料高、後継者問題などさまざまな課題に対処するため、資金繰り支援
や収益力改善・事業再生・再チャレンジ支援等の地域のお客さまに寄り添った総合的支援に取り組んでまいります。また、
SGM活動のさらなる充実を図り、ソリューション活動と地域貢献活動を通じて地域の皆さまとともに地域社会の発展に全力
を尽くす所存でございます。
　今後とも、皆さまから親しまれ信頼される金融機関としてお役に立てますよう、役職員一同さらに努力を重ねてまいります
ので、変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますよう心からお願い申し上げます。

令和5年11月

地元を見つめ、地元とともに歩み、
地元の発展にベストをつくします。

●本資料に掲載してある金額は、原則として単位未満を切り捨てて表示しているため、掲載金額の合計と表中の合計欄が一致しない場合があります。
●本資料に掲載してある諸利回り・諸比率は、原則として小数点第3位以下を切り捨てて、第2位までを表示しております。
●端数処理の関係から、掲載している構成比の合計が100％とならない場合があります。

理事長
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ごあいさつ
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　預金残高は、前年同期比8,073百万円減少し、447,698百万円となりました。
　個人預金残高は、前年同期比401百万円増加し331,471百万円となりました。

　貸出金残高は、地公体向け融資等の増加により前年同期比935百万円増加し、184,620百万円となりました。
　中小企業向け融資残高は、前年同期比2,263百万円減少し、113,600百万円となりました。

 預　金

 貸出金

業績の状況
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業績ダイジェスト
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自己資本比率 %9.73
令和5年9月期

9.46

9.71

●リスク・アセット等
信用組合が保有している貸出金や有価証券などの資産に、リスクに応じた掛け目（リスク・ウェイト）を乗じて得た額等（信用リスク・アセット）および信
用組合業務におけるシステム障害や事務ミスなどによって損失が生じるリスク（オペレーショナル・リスク）を8％で除した額の合計額

用語解説

 自己資本比率

 コア業務純益・経常利益・当期純利益

　コア業務純益は、資金運用収益が減少したことと経費が増加したことにより前年同期比84百万円減少し516百万円となりま
した。経常利益は、国債等債券償還損の影響などにより前年同期比575百万円減少し246百万円となりました。これらにより当
期純利益は、前年同期比432百万円減少し231百万円となりました。

　令和5年9月期は、一般貸倒引当金繰入額の戻
入額の減少等により自己資本の額が減少したも
のの、運用資産の減少などからリスク・アセッ
ト等が減少したため、自己資本比率は前年同期
比0.27ポイント上昇の9.73％となりました。
　引き続き必要とされる国内基準（4.0％）を大き
く上回る水準にあります。

自己資本比率
9.73％

自己資本（19,415百万円）
リスク・アセット等（199,392百万円）

＝ ×100

3 KENSHIN Disclosure 2023

業績ダイジェスト



科　目 令和4年9月期 令和5年9月期 科　目 令和4年9月期 令和5年9月期
（資産の部） （負債の部）

現金 5,560 4,212  預金積金 455,771 447,698
預け金 98,113 77,693  借用金 31,400 8,300
買入金銭債権 16,474 16,342  その他負債 733 1,057
金銭の信託  2,000 2,000  賞与引当金 94 100
有価証券 189,602 176,175  役員賞与引当金 − −
貸出金 183,685 184,620  退職給付引当金 313 303
その他資産 2,520 3,058  役員退職慰労引当金 66 82
有形固定資産 4,550 4,517  偶発損失引当金 138 150
無形固定資産 19 12  繰延税金負債 − −
前払年金費用 472 487  再評価に係る繰延税金負債 271 271
繰延税金資産 619 751  債務保証 115 112
債務保証見返 115 112  負債の部合計 488,904 458,077
貸倒引当金 △  1,677 △ 1,264 （純資産の部）
　（うち個別貸倒引当金） （△  1,484） （△  1,130）  出資金 2,360 2,360

 利益剰余金 17,308 17,273
 組合員勘定合計 19,668 19,634
 その他有価証券評価差額金 △ 6,337 △ 8,815
 土地再評価差額金 △ 176 △ 176
 評価・換算差額等合計 △ 6,514 △ 8,992
 純資産の部合計 13,154 10,641

資産の部合計 502,059 468,718  負債及び純資産の部合計 502,059 468,718

科　目 令和4年9月期 令和5年9月期 科　目 令和4年9月期 令和5年9月期
経常費用 2,239 2,658 経常収益 3,061 2,905
　資金調達費用 59 64 　資金運用収益 2,602 2,599
　　預金利息 65 62 　　貸出金利息 1,348 1,292
　　給付補填備金繰入額 2 2 　　預け金利息 50 49
　　当座借越利息 △  8 0 　　有価証券利息配当金 1,069 1,104
　役務取引等費用 217 220 　　その他の受入利息 133 153
　　支払為替手数料 23 22 　役務取引等収益 172 191
　　その他の役務費用 193 198 　　受入為替手数料 63 62
　その他業務費用 26 278 　　その他の役務収益 109 129
　　国債等債券売却損 − − 　その他業務収益 21 14
　　国債等債券償還損 24 277 　　国債等債券売却益 0 −
　　その他の業務費用 1 1 　　その他の業務収益 21 14
　経費 1,936 2,015 　その他経常収益 265 99
　　人件費 1,154 1,177 　　貸倒引当金戻入益 171 50
　　物件費 748 802 　　償却債権取立益 62 38
　　税金 32 35 　　株式等売却益 6 10
　その他経常費用 0 79 　　その他の経常収益 24 −
　　貸倒引当金繰入額 − − 特別利益 − −
　　貸出金償却 − − 　　固定資産処分益 − −
　　株式等売却損 − 1 　　その他の特別利益 − −
　　株式等償却 − −
　　その他の経常費用 0 77
特別損失 0 1
　　固定資産処分損 0 1
　　減損損失 − −
　　その他の特別損失 − −
　　法人税、住民税及び事業税 150 14
　　法人税等調整額 7 0
法人税等合計 157 14
中間純利益 663 231
支出合計 3,061 2,905 収入合計 3,061 2,905

令和5年9月期

貸借対照表計上額 評価損益令和5年3月期比 令和5年3月期比 うち評価益 うち評価損
保
有
目
的
別

満期保有目的 3,187 3,187 △ 85 △ 85 − 85
子会社・関連会社株式 − − − − − −

その他有価証券 172,987 △ 3,888 △ 9,330 △ 1,641 1,117 10,447
合  計 176,175 △ 701 △ 9,415 △ 1,727 1,117 10,532

種
類
別

株式 368 △14 10 20 10 −

債券 93,414 284 △ 5,188 △ 1,939 299 5,487
その他 82,392 △ 972 △ 4,237 191 807 5,045

1.評価損益は、令和5年9月末時点の帳簿価格と市場価格に基づく時価との差額を計上しております。
2.その他は、外国証券、投資信託、その他の証券です。

〔参考〕日経平均株価：令和5年3月末28,041.48円、令和5年9月末31,857.62円

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円） 貸借対照表

 損益計算書

 有価証券の状況

業績の状況
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自己査定と保全の状況
（対象債権　総与信）

金融再生法開示債権
（対象債権　総与信）

リスク管理債権
（対象債権　総与信）

債務者区分 残  高 担保等保全額 貸倒引当金 保全率 区  分 残  高 区  分 残  高

破綻先 190 126 64 100.00%
破産更生等債権 1,079 破産更生等債権 1,079

実質破綻先 888 714 173 100.00%

破綻懸念先 4,403 3,076 892 90.14% 危険債権 4,403 危険債権 4,403

要
注
意
先

要
管
理
先

要
管
理
債
権

1,278 484 38 40.86% 要管理債権 1,278

三月以上
延滞債権 14

貸出条件
緩和債権 1,264

(1,527) (722) (45) (50.27%) 小計 6,761 合計 6,761
その他の
要注意先 34,670 金融再生法開示債権に対する

保全率 82.39%
 

正常先 143,157 正常債権 178,076

合計 184,838 合計 184,838

債権額合計に占める割合    3.65%
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危険債権 破産更生等債権要管理債権
債権額合計に占める割合

令和4年9月期 令和5年3月期 令和5年9月期

3.83

7,059

3,965

1,485

1,608

3.85

7,103

4,345

1,165

1,592

3.65

6,761

4,403

1,079

1,278

要管理債権
12億円
0.69%

正常債権
1,780億円
96.34%

危険債権
44億円
2.38%

破産更生等債権
10億円
0.58%

総債権額

1,848億円

償却・引当方針

破綻先債権

実質破綻先債権

正常先債権

破綻懸念先債権 危険債権

要管理債権

正常債権

破産更生債権および
これらに準ずる債権 担保・保証等により保全のない部分に対して、100％を償却または引き当てる。

担保・保証等により保全のない部分に対して、債務者の支払能力を総合的に判
断し、必要と認める額を引き当てる。上記以外の債権に対しては、過去の貸倒
実績率に基づき今後 3 年間の予想損失額を引き当てる。

要管理債権額に対して、過去の貸倒実績率に基づき今後 3 年間の予想損失額を引き当てる。

過去の貸倒実績率に基づき今後 1 年間の予想損失額を引き当てる。

過去の貸倒実績率に基づき今後 1 年間の予想損失額を引き当てる。

要注意先
債権

要管理債権

正常債権

○ 金融再生法開示債権の推移 ○ 金融再生法開示債権の状況（令和5年9月30日現在）

金融再生法に基づく開示債権残高（金融再生法開示債権）は前年同期比298百万円減少し6,761百万円となり、債権額に占める
割合は前年同期比0.18％低下し、3.65％となりました。

また、金融再生法開示債権に対する保全率は82.39％となりました。
当組合では全店を挙げての企業支援活動を通じて、お取引先の経営・財務内容の改善支援に努めております。

自己査定債務者区分 資産区分

● 破産更生等債権
「破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれらに準ずる債権」であり、破綻先および実質破綻先に対する債権です。

● 危険債権
「経営破綻の状況には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受け取りができない可能性の高い債権」で
あり、破綻懸念先に対する債権です。

● 要管理債権
要注意先に対する債権のうち、「三月以上延滞債権および貸出条件緩和債権」を指します。

用
語
解
説

（単位：百万円） 開示債権と保全の状況（単体） （令和5年9月30日現在）

 償却・引当基準

不良債権等の状況
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建設業
242億円
13.1%

物品賃貸業／学術研究、専門・技術サービス業／宿泊業／飲食業／
生活関連サービス業、娯楽業／教育、学習支援業／医療、福祉／その他のサービス
257億円 　13.9%

製造業
165億円
8.9%

卸売業・小売業
160億円
8.7%

不動産業
182億円
9.9%

地方公共団体
310億円
16.8%

その他
128億円
6.9%

個人向け融資
399億円
21.7%

貸出金残高

1,846億円
地方公共団体
  310億円
  16.8%

個人向け融資
399億円
21.7%

事業性融資
1,136億円
61.5%

貸出金残高

1,846億円

令和3年度 令和4年度

新規に無保証で融資した件数 470件 488件
新規融資に占める経営者保証に
依存しない融資の割合 10.7% 12.3%

保証契約を解除した件数 22件 40件

経営者保証に関するガイドライン
に基づく保証債務整理の成立件数

（当組合をメイン金融機関とし
て実施したものに限る）

0件 0件

　特定地域・業種に偏ることなく、お客さまの健全な資金需要には積極的にお応えしております。

○ 貸出金の業種内訳 （令和5年9月30日現在）○ 貸出金残高の内訳 （令和5年9月30日現在）

　当組合では、お客さまのライフステージに応じた課題解決支援への取り組みを強化することを目的として、企業支援チーム
を組成し企業支援活動に取り組んでいます。
●  企業支援活動を通じた資金繰り支援事業

　お客さまと一緒に資金繰り計画を作成し、計画と実績をモニタリングすることで、お客さまの状況変化に応じた早期の対
応を行ってまいります。

●  企業支援活動を通じた課題解決支援
　新型コロナや資源高の影響など近年における経営環境は著しく変化しております。このような背景のなかで安定的に事業
を継続していくためには、外部環境の変化に合わせたビジネスモデルの見直しや再構築が必要であり、お客さまが抱える多
種多様な課題を解決するための本業支援を強化しております。当組合の本業支援では、経営課題に応じて各外部機関と連携
を取っており、「お客さま・当組合・外部専門家」の3者間による面談のなかで課題の発掘から解決に至るまでの伴走支援に
取り組んでおります。

　当組合では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入や保証債務整理の相談
を受けた際に真摯に対応する態勢を整備しております。経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法
人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に
努めております。また、どのような改善を図れば経営者保証の解除の可能性が高まるかなどを具体的に説明し、経営改善支援
を行っております。

　当組合では「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨を踏まえ、
同ガイドラインを融資慣行として浸透・定着させていくために以下
のとおり取り組んでまいります。
1. 事業性融資における経営者保証については、お客さまの状況に応じて、

保証契約の必要性を十分に検討するとともに、経営者保証をいただく場
合には、その理由や範囲等についてお客さまの理解と納得をいただける
よう丁寧かつ具体的にご説明いたします。

2. お客さまと保証契約を締結する際、主に以下の点について確認を行い、
その上で保証金額を含め総合的な検討を行います。
① 法人と経営者個人の資産・経理が明確に分離されている。 
② 法人と経営者の間の資金のやりとりが、社会通念上適切な範囲を超えない。
③ 法人のみの資産・収益力で借入返済が可能と判断し得る。
④ 法人から適時適切に財務情報等が提供されている。　　⑤ 経営者等から十分な物的担保の提供がある。

3. 審査の結果、保証をご提供いただく場合は、「どの部分が十分でないために保証契約が必要となるのか」「どのような改善を図れば保証
契約の変更・解除の可能性が高まるか」等につきまして具体的にご説明いたします。

4. お客さまから保証契約の変更・解除のお申し出があった場合は、主に上記２①〜⑤について検討し、改めて保証の必要性や適切な保証
金額について真摯かつ柔軟に対応します。

 「経営者保証に関するガイドライン」の取り組み状況 「経営者保証に関するガイドライン」への取り組み方針

※単位未満を切り捨てて表示しています。

ご融資を通じた地域への貢献

金融仲介機能の発揮に向けた取り組みについて

「経営者保証に関するガイドライン」への取り組み方針及びその取り組み状況
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SDGs 目標 取り組み事項 SDGs 目標 取り組み事項

質の高い教育を
みんなに
すべての人に包摂的かつ
公正な質の高い教育を
確保し、生涯学習の
機会を促進する

・ 育英会
昭和54年に創立30周年事業の一環として設立、
令和5年7月現在で累計432名に奨学金を貸与
・お客さま向けセミナーの開催
「創業アカデミー」「事業承継セミナー」等の開催
・学資ローンの取扱い
入学金、授業料から学生の家賃、生活費等、就学に
関わる費用の支援に向けて、「 学資ローン
スタディ」を推進

働きがいも
経済成長も
包摂的かつ持続可能な
経済成長及びすべての人々の
完全かつ生産的な雇用と
働きがいのある人間らしい
雇用（ディーセント・ワーク）
を促進する

・企業支援活動に基づく経営支援
企業支援活動に基づく経営支援（創業支援、成長支援、経営改善
支援、事業承継支援）の取り組み
・ビジネスマッチング
当組合のネットワークを活用した「 ビジネスマッチング
サービス」の取り組み、個別商談会の開催、ビジネスマッチング
展、商談会等への協賛
・働き方改革
残業時間の削減による「長時間労働の是正」への取り組み、管理
者の時間外労働の削減に向けた取り組み、シニア人材の活用に
向けた取り組み

ジェンダー平等を
実現しよう
ジェンダー平等を達成し、
すべての女性及び女児の
エンパワーメントを行う

・管理職への女性参画
管理職への女性登用に向けた取り組み、継続就労
への支援、能力開発・キャリア形成等の取り組み

住み続けられる
まちづくりを
包摂的で安全かつ強靭

（レジリエント）で
持続可能な都市及び
人間居住を実現する

・1店一貢献運動
平成4年から全店を挙げて取り組んでいるボランティア活動な
どの地域貢献活動
・地方創生への取り組み（SGM活動）
平成28年度からSGM体制を導入し、全店を10グループに分け、
各地域の特性を踏まえたソリューション活動、地域貢献活動を
実施
・地域行事・事業等への参加
地域ぐるみの行事や活動等への積極的な参加による地域住民と
のコミュニケーション作り

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ
信頼できる持続可能な
近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

・再生エネルギー関連事業分野への
 取り組み
地球温暖化対策や再生可能エネルギー事業等の
クリーンプロジェクト分野への資金提供につい
て、金融商品等を通じた取り組み

陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、
持続可能な利用の推進、
持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処ならびに
土地の劣化の阻止・回復及び
生物多様性の損失を阻止する

・「にいがた緑の百年物語」活動への協賛
公益社団法人 にいがた緑の百年物語緑化推進委員会の一員と
して、「SDGs定期預金　緑百年物語」の販売を通し活動の普及を
行うとともに毎年寄付を実施しています。

寄付金贈呈式

認知症サポーター養成講座

　 育英会は、昭和54年11月に の創立30周年記念事業の一環として設立されました。次代を
担う若者を支援するため、県内出身の大学生を対象に奨学金の貸与を行っております。これまでの貸与者
は432名となりました。

　当組合は献血サポーターであり、職員による献血活動を推奨しているほか、緊急時の協力要請等に応じ
ております。これからも献血を通して、積極的に社会貢献活動に取り組んでまいります。

　当組合は社会貢献活動の一環として、緑化活動に取り組む公益社団法人にいがた緑の百年
物語緑化推進委員会の「にいがた緑の百年物語」活動に平成20年から協賛しております。
　今年度もプレミアム金利付きの「SDGs定期預金　緑百年物語」を令和5年6月1日から
令和5年8月31日まで発売し、同商品の販売と募集を通して活動内容の普及を行うととも
に、同委員会へ10万円の寄付を行いました。
　寄付金がさまざまな緑に変わることを祈って、当組合は今後も息の長い活動を行ってま
いります。

　認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者となって地域を支える
活動を行います。
　当組合でも多くの職員が内容を理解し、認知症サポーターとして活動できるよう講習会
等受講しております。

　平成4年より、ボランティア活動である「1店一貢献運動」に全店舗で取り組んでおります。店舗周辺の清掃活動や地域毎に
行われるボランティア活動への参加、使用済切手・ペットボトルキャップの回収による関係団体への寄付等、各店舗でさまざ
まな活動を行っております。

〈カンカンサークル〉
　本部・新潟市内店舗等でアルミ缶リサイクル運動として使用済アルミ缶の回収活動に取り組んでいる「カンカンサークル」では、アルミ缶
回収活動の収益金による寄付活動を行っています。平成4年の発足以来、新潟市社会福祉協議会等に空気清浄機2台、車椅子25台、テレビ
3台、会議用テーブル・椅子等を寄贈しています。

　当組合は、「地元を見つめ、地元とともに歩み、地元の発展にベストをつくします」を経営理念に掲げ、1950年（昭和25年）2月の
創業以来、「相互扶助」「地元奉仕」の精神のもと、地域社会の一員として、地域活性化に向けて積極的に取り組んでまいりました。
　令和3年7月1日、当組合が、地域金融機関として地域社会の課題解決と成長に向けて取り組み、地域の皆さまとともに、国
連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献していくことを目指して、「新潟縣信用組合 SDGs宣言」を制定、公
表いたしました。
　これからも、役職員一人ひとりが共通の認識を持ち、地域の活性化、発展への取り組みを通じて、地域の持続的な発展に貢
献できるよう積極的に取り組んでまいります。

 新潟縣信用組合 SDGs宣言

 育英会

 認知症サポーターの養成

 献血サポーター

 1店一貢献運動

 にいがた緑の百年物語

文化的・社会的貢献に関する活動
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新津 荻川 佐和田 畑野本店
営業部 東堀 新潟駅前 鳥屋野 小針 寺尾東 山木戸 石山

寺尾出来島

六日町 湯沢 小出

堀之内

大和町中条 荒川町 新発田 聖籠

月岡

新潟中央・西地区
Aグループ8店舗

魚沼地区
Eグループ5店舗

新潟東・秋葉地区
Bグループ4店舗

佐渡地区
Cグループ2店舗

下越地区
Dグループ5店舗

十日町 川西

下条

十日町地区
Fグループ3店舗

小千谷 長岡 長岡西

中越地区
Gグループ3店舗

高田 春日山 柏崎

上越地区
Hグループ3店舗

見附 今町 三条 三条東

中之島

県央地区
Iグループ5店舗

吉田北 弥彦 寺泊

吉田地区
Jグループ5店舗

吉田

吉田東

A
GROUP

新
潟
中
央
・
西
地
区

　当組合は地方創生への取り組みとして、政府が主導する「まち・ひと・しごと総合戦略」
に基づき、地方創生を積極的かつ組織的に推進していくため「地方創生推進室」を設置し、
各種セミナー、販路拡大のための商談会の開催、地方公共団体等との連携活動を行って
おります。また、全店（43店舗）を地域ごとの10グループに編成し、各グループが地域の
特 性 を 踏 ま え た 高 密 度 な 営 業 活 動 と 地 域 貢 献 活 動 を 行 うSGM（Small Group 
Management）活動を展開しています。
　令和5年度においては、各SGMグループによるSGM活動を展
開するとともに、「 創業アカデミー」を開催しました。
また、販路拡大支援の一環として百貨店等のバイヤーと当組合
の取引先とのマッチングを支援するための「食の個別商談会」の
開催を予定しています。

　「 の森づくり」活動による、新潟の「緑」
を守り、育む活動に取り組んでいます。
　令和5年8月23日、新潟市中央区の「
の森」にて清掃活動を実施しました。

　「にいがた2km」と連携し、「食」を通じた地域
活性化活動に取り組んでいます。
　地元飲食店等の情報を紹介する「にいがた食
のよりなせマップ」が大変ご好評につき、第2巻
を発刊します。

ソリューション活動 地域貢献活動

　各グループが地域の抱える課題から活動テーマを考え、そのテーマに沿って地域や取引先の皆さまの課題解決を目的とした
サポート活動を展開することで、地域の自立的好循環に関与し、活動の結果として地域と当組合のwin-winに繋がる取り組みを
目指し活動を展開しています。

　当組合の経営理念とSDGs宣言に基づき、地域社会の持続的な発展のため、各グループにおいて地域貢献に資する活動により
「誰一人取り残されない」持続可能な社会の実現に向けてさまざまな活動を展開しています。

 ソリューション活動（地域課題解決活動）

 地域貢献活動（SDGs活動）

地方創生への取り組みについて

SGM体制組織図（令和5年11月11日現在）
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B
GROUP

C
GROUP

D
GROUP

新
潟
東
・
秋
葉
地
区

佐
渡
地
区

下
越
地
区

　地域の清掃活動に参加し、環境維持に向けた
活動に取り組んでいます。新潟市東区「じゅん
さい池」、秋葉区「まちづくりグループ」の活動
に参加し、地域の環境維持に向けた清掃活動を
行います。

　「佐渡島の金銀山」の世界文化遺産登録に向け
て、地域の美味しいものの紹介や、イベントに
参加して佐渡島の魅力発信に取り組んでいます。
　令和5年4月23日、佐渡市で開催された「佐渡
トキマラソン2023」にボランティアスタッフと
して参加しました。

　阿賀北・県北地域の海岸線清掃により、環境
保全・景観維持・美化に取り組んでいます。
　令和5年4月22日、胎内市村松浜にて海岸清
掃活動を実施しました。

　当組合オリジナル「特殊詐欺被害防止DVD」を
活用し、コミュニティ施設等において講演会を
行い、特殊詐欺防止活動を展開しています。
　令和5年9月26日、新潟市秋葉区の高齢者福
祉施設にて利用者向けに特殊詐欺対策DVDの上
映会を開催しました。

　「佐渡島の金銀山」の世界文化遺産登録の推進
に協賛するとともに、佐渡島内の飲食店等をPR
する「うめぇっちゃ佐渡飯」を発刊し、地域の活
性化に取り組んでいます。

　阿賀北地域の魅力を広く伝えるため、観光ガ
イドパンフレット「阿賀北めぐり」を定期刊行
し、地域の活性化に取り組んでいます。

ソリューション活動

ソリューション活動

ソリューション活動

地域貢献活動

地域貢献活動

地域貢献活動
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E
GROUP

F
GROUP

G
GROUP

魚
沼
地
区

十
日
町
地
区

中
越
地
区

　魚沼の豊かな自然とコシヒカリをはじめとす
る美味しい名産品の源である魚野川の環境維持
のため、河川に架かる橋梁の定期清掃活動に取
り組んでいます。

　十日町市が毎月開催している「とおか市」に
「よろず相談窓口」を設置し、地元警察との連携
による特殊詐欺被害等の防止に向けた啓蒙活動
や「お金」に関するライフプラン相談を受付し、
活力ある元気なまちづくりに貢献しています。

　長岡花火・小千谷まつり後の清掃や店舗周辺
の清掃活動により街のイメージアップに取り組
んでいます。
　令和5年8月3日、長岡駅周辺にて清掃活動を
実施しました。また、8月27日に小千谷市内の
信濃川河川敷にて清掃活動を実施しました。

　魚沼地域の観光地やイベントを紹介する「お
すすめガイド」の発刊や、イベントに参加し地
域の魅力発信に取り組んでいます。

　十日町市内企業の発展に貢献するために製品
のPRや企業PRに取り組んでいます。
　令和5年8月に「 妻有通信vol.3」を発刊
しました。

　地元企業の魅力等を紹介する「地域応援マガ
ジン」を発刊し、地域内外に様々な情報を発信
し、地域の活性化とイメージアップに取り組ん
でいます。

ソリューション活動

ソリューション活動

ソリューション活動

地域貢献活動

地域貢献活動

地域貢献活動
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H
GROUP

I
GROUP

J
GROUP

上
越
地
区

県
央
地
区

吉
田
地
区

　地域見守り活動の他、地域の各イベントや観
光資源存続へのボランティア活動に積極的に参
加しています。
　上越市の春日山城跡を復元する「土の一袋運
動」に参加し、本丸跡への土の運び入れを行い
ました。

　フードドライブ活動に協力し、食品ロス削減
に向けた取り組みや、地域イベントに参加し地
域の活性化に取り組んでいます。
　Jグループはお客さまなどから寄せられた支
援品（主に食料品）を定期的に社会福祉法人桜井
の里福祉会に提供しています。令和5年8月19
日には、集まった支援品を必要な方に配布する
フードバンク頒布会に参加しました。

　地域の魅力を「上越・柏崎かわら版」による発
信や、地域のイベントに参加しまちづくりの活
性化に取り組んでいます。

　地域事業者の事業承継を行うための支援活動
を積極的に実施し、地域産業が元気になるまち
づくりに取り組んでいます。

　安心して住み続けられるまちづくりを実現す
るために、清掃活動や地元イベントに参加して
います。
　令和5年6月3日〜5日に見附市・長岡市で開催
された「今町・中之島大凧合戦」に参加しました。

　地域の魅力ある企業をPRするため、広報誌「再
発見！キラリ！と光る注目企業」を定期刊行し、
地域への若者の定着と雇用機会の創出に寄与す
る活動に取り組んでいます。

ソリューション活動

ソリューション活動

ソリューション活動

地域貢献活動

地域貢献活動

地域貢献活動
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　当組合は、令和5年8月31日、日本政策金融公庫の新潟県内4支店（新潟・長岡・高田・三条）
と、新潟県内の金融機関として初めて「事業承継支援に関する覚書」を締結しました。
　【連携の内容】
　　（1）事業承継支援に関する情報提供
　　（2）事業承継支援に資する、双方向の事業者等の紹介
　　（3）事業承継支援に関する相談への対応
　　（4）事業承継支援に係るノウハウに関する情報交換
　　（5）事業承継支援に資する融資の推進
　　（6）その他、事業承継支援に寄与する事項

　当組合は、佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議の会員と
して佐渡金銀山のユネスコ世界遺産登録を応援するため、令
和4年12月23日〜令和5年3月31日までプレミアム金利付定期
預金「佐渡世界遺産応援定期預金」を発売し、当初の募集額30
億円を大幅に上回る46億円の販売実績となりました。
　皆さまのご協力の成果を佐渡金銀山の世界遺産登録の推進
に役立てていただくため、「佐渡世界遺産応援定期預金」の募
集総額0.01％相当額を当組合負担で拠出し、佐渡市へ寄付金
を贈呈しました。また、当初募集目標を上回る実績となった
ことから新潟県にも寄付金の贈呈を行いました。

　県内各地域の皆さまと親密なコミュニケーションづくりを目指し、地域行事に積極的に参加
しております。
　令和5年8月4日に開催された「新潟まつり大民謡流し」に当組合本部および新潟市内の営業
店から総勢100名以上の役職員が参加しました。4年ぶりの開催となる中、お揃いの浴衣を着
用して熱気あふれる踊りを披露しました。
　当組合は、これからも地域の催事やお祭りへの参加を通じて、地域の皆さまとの交流やふれ
あいの輪を広げてまいります。

● 地元行事への参加

　地域における創業の促進を支援するため、創業を希望されているお客さまや創
業後まもないお客さま、新たな分野の事業をお考えのお客さまを対象として、外部
支援機関との連携による「 創業アカデミー」を今年度は5回開催しました。

● 「 創業アカデミー」

　「 SDGsアシストサービス」を申し込まれたお客さまを対象に、SDGsを
テーマとした【基礎編】【事業継続力強化計画】【健康経営】3部構成の「SDGsフォ
ローアップセミナー」を、外部支援機関との連携によりスカイステージ会場とZoom
によるオンラインにて同時開催しました。 

● SDGsフォローアップセミナー

　当組合では、個人ローンに関するご相談に迅速かつ適切
に対応するため「個人ローンご相談窓口業務」の受付時間延
長を実施しております。お電話等による事前の予約制にて、
平日の午後3時から午後8時までご相談に対応いたします。
お気軽に最寄りの までお問い合わせください。

　お客さま相談室では、お客さまに対して公認会計士によ
る経営相談、弁護士による法律相談を毎月各1回無料にて実
施しております。ご希望の方は、相談日の前日正午まで
「お客さま相談室」または最寄りの で承っています
ので、お気軽にお申し出ください。

佐渡市への寄付金贈呈（令和5年7月12日） 新潟県への寄付金贈呈（令和5年7月18日）

 「佐渡金銀山」のユネスコ世界遺産登録へ向けた寄付金の贈呈

 日本政策金融公庫との「事業承継支援に関する覚書」の締結について

 「個人ローンご相談窓口業務」の時間延長  お客さま相談室

ニュースリリース

セミナー等による情報発信

地域とのコミュニケーション

各種ご相談窓口
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お客さまのお申し出により200万円ま
で出金可能です。変更を希望される場
合、窓口へお申し出ください。

1日あたり 限度額の変更
50万円
まで

お客さまのお申し出により200万円ま
で振込可能です。変更を希望される場
合、窓口へお申し出ください。

50万円
まで

出金限度額

振込限度額

１．インターネットバンキング（一般向け）
セキュリティ対策 機能 利用方法

スパイウェア対策 ・ソフトウェアキーボード 一律
・フィッシュウォール 任意・即時利用

フィッシング対策 ・EV−SSL証明書 一律
・フィッシュウォール 任意・即時利用

不正利用防止

・ワンタイムパスワード
・メール通知パスワード 任意・即時利用

・リスクベース認証
・都度指定振込
（当日扱）利用停止

一律

・フィッシュウォール 任意・即時利用

２．法人・個人事業主向けインターネットバンキング（事業者向け）
セキュリティ対策 機能 利用方法

スパイウェア対策 ・ソフトウェアキーボード 一律
・フィッシュウォール 任意・即時利用

フィッシング対策 ・EV−SSL証明書 一律
・フィッシュウォール 任意・即時利用

不正利用防止

・電子証明書 任意・申込が必要
・ワンタイムパスワード
・リスクベース認証
・都度指定振込
（当日扱）利用停止

一律

・振込承認方式
・フィッシュウォール 任意・即時利用

※セキュリティ対策の詳しい内容につきましては、当組合ホームページをご覧ください。

サービスの内容 平日 土・日・祝・年末休業日
残高照会

0：00〜24：00 0：00〜24：00取引照会

資金移動（即時）事前登録方式   8：00〜23：00注 9：00〜17：00
都度指定方式 お取扱いできません お取扱いできません

資金移動（予約）事前登録方式 8：00〜23：00 9：00〜17：00
都度指定方式   8：00〜19：00※   9：00〜17：00※

総合振込
8：45〜21：00 9：00〜17：00給与（賞与）振込

国庫金等の払込み 8：00〜23：00 9：00〜17：00

お引き出し・残高照会 お預け入れ
平日

7:00 〜23:00 7:00 〜23:00土曜・日曜・祝日

受付時間 電話番号 連絡先名称
平日 17：00 〜 翌朝 8：45 0120-531-183 信組ATM

センター土曜・日曜・祝日 終日

サービスの内容 平日 土・日・祝・年末休業日
残高照会

8：00〜23：00 9：00〜17：00入出金明細照会

資金移動（即時）事前登録方式   8：00〜23：00注 9：00〜17：00
都度指定方式 お取扱いできません お取扱いできません

資金移動（予約）事前登録方式 8：00〜23：00 9：00〜17：00
都度指定方式   8：00〜23：00※   9：00〜17：00※

国庫金等の払込み 8：00〜23：00 9：00〜17：00

　警察官や金融機関の職員等を騙って、キャッシュカードを
騙し取り預金を引き出す手口の詐欺犯罪や子供・孫等を偽装
する「オレオレ詐欺」などの振り込め詐欺の被害が相次いでお
ります。当組合は、お客さまに積極的に声掛けや注意チラシの
配付などを行っているほか、受付した振込が振り込め詐欺被
害の可能性が高い場合や、高額な現金のお引出しの場合には、
警察にも相談させていただいており、お客さまの大切な預金
をお守りするために積極的な取り組みを行っております。

　自動機の利用を当組合に限定したり、お取引店のみに限定
することが可能です。

　自動機でのお取引（支払、残高照会、暗証番号変更）の際、
入力された暗証番号が類推されやすい暗証番号である場合、
ATM画面上に注意喚起および変更をお願いするメッセージ
を表示します。

　当組合では、本店営業部をはじめ全店舗のATMにICキャッ
シュカードの対応をしております。

　暗証番号を他人に知られたり、キャッシュカードが盗難・
紛失にあった場合は、お取引店へご連絡ください。また、最寄
りの警察にも届け出てください。

〈緊急連絡先〉

※ 平日8：45 〜17：00まではお取引店へご連絡ください。

　当組合では「インターネットバンキング」を安心してご利用い
ただくために、下記のセキュリティ対策を実施しております。

振込め詐欺被害からお客さまの大切なご預金をお守りするため、以下のとおり制
限させていただいております。
※1 70歳以上で3年以上ATM での現金出金取引がないお客さまは10万円まで
※2 70歳以上で1年以上ATM振込をされていないお客さまは1,000円まで

　ATMの通帳繰越サービスを、全店舗で行っております。

　 では、下記の各業態の金融機関との間で、相互の
ATMを利用したキャッシュカードによる預金の預入業務提
携（入金ネット）を実施しております。

●  信用組合  ●   第二地方銀行  ●  信用金庫  ●  労働金庫

※ 入金ネットマーク  の掲示のある金融機関のキャッシュカードで
相互のATMからご入金ができます。（別途手数料がかかります。）

● お問い合わせ
 0120-531-183 9：00 〜17:00（当組合休業日を除く）

（注） 振込先口座が当座預金の場合、15：00までの取扱いとなります。
※ ワンタイムパスワードと当組合が無償提供させていただいています「フィッ

シュウォール」をご利用のお客さまのみご利用できます。
※ 1月1日〜3日、5月3日〜5日はお取扱いできません。

● お申込方法
申込書に必要事項をご記入のうえ、お取引店の窓口にご提
出ください。

● サービスの種類とご利用時間帯

● お問い合わせ
 0120-531-183 9：00 〜17:00（当組合休業日を除く）

● お申込方法
申込書に必要事項をご記入のうえ、お取引店の窓口にご提
出ください。

● サービスの種類とご利用時間帯

　キャッシュカードをお持ちの個人のお客さまは、アプリに
登録することで入出金明細をわかりやすいカレンダー形式で
ご覧いただけます。

（注） 振込先口座が当座預金の場合、15：00までの取扱いとなります。
※ ワンタイムパスワードをご利用のお客さまのみご利用できます。

　セブン-イレブンやイトーヨーカドー等に設置されている
セブン銀行ATMで、「お引き出し」「お預け入れ」等がご利用
いただけます。

※ ご利用手数料は110円（消費税含む）となります。残高照会は無料です。
※ 年末・年始・GW のご利用もできます。

※1

※2

 ネットバンキングサービス

 口座管理アプリ「しんくみ with CRECO」

 入金ネット

 キャッシュカード紛失・盗難時の緊急連絡先  自動機による1日あたりの利用限度額

 「インターネットバンキング」セキュリティ対策 振り込め詐欺被害防止に向けた対応の強化

 自動機による利用制限

 類推されやすい暗証番号の使用防止

 ICキャッシュカードの対応

 セブン銀行ATM利用サービス

 法人・個人事業主向けインターネットバンキングサービス

 ATMの通帳繰越機能各種サービス

セキュリティ強化の取り組みについて
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　個人事業者を対象として、申込み手続きの簡便化やスピード審査を目指し、お取り扱いしております。資
金使途は事業資金で借換資金にもご利用いただけます。
● お使いみち／ 運転資金・設備資金にご利用いただけます。
● ご融資限度額／ 500万円以内（1万円単位）　　● ご返済期間／6ヵ月以上10年以内
● 担保・保証人など／ 不要です。（株）クレディセゾンまたはSMBCコンシューマーファイナンス（株）の保証をご利用
いただきます。

　地方の経済や雇用を支える極めて重要な存在である中小企業者のお客さまの活動を金融面で後押しするため、「地方創生枠」
「地域支援枠Ⅱ」「成長分野枠」の3種類をご用意いたしました。

● 地方創生枠
　地方創生の実現に向けて、地域資源の活用による事業展開、安定した雇用の創出や事業の発展に必要な設備投資を行う法人・
個人事業者のお客さまにご利用いただけます。
● 地域支援枠Ⅱ
　新潟県内で事業を営む法人・個人事業者のお客さまにご利用いただけます。
● 成長分野枠
　今後の成長性や新規性が期待される分野に取り組む法人・個人事業者のお客さま、設備・人材投資に積極的に取り組んでい
ると認められる法人及び個人事業者のお客さまにご利用いただけます。

　法人・個人事業者のお客さまに、迅速な資金供給を目指し、担保・第三者保証不要の「しんくみビジネスローン」を販売して
おります。
● お使いみち／運転資金・設備資金にご利用いただけます。　
● ご融資限度額／法人は1,000万円以内、個人事業者は500万円以内　　● ご返済期間／5年以内　
● 担保・保証人など／保証人：法人は代表者。個人事業者は原則不要。担保は必要ありません。全国しんくみ保証（株）の保証をご利用いた
だきます。

　法人・個人事業者のお客さまに、 特別融資 VIP を販売しております。資金は運転・設備両方ともご用意いたしました。
また、金利について固定金利に加え変動金利でのご利用が可能となっております。
● お使いみち／運転資金・設備資金にご利用いただけます。　　● ご融資限度額／5,000万円以内（10万円単位）　　
● ご返済期間／5年以内（据置含む）　　● 担保・保証人など／ 保証人：法人は代表者。個人事業者は原則不要。担保は必要ありません。

　北浜グローバル経営株式会社と提携
し、「事業再構築補助金」や「ものづくり
補助金」など各種補助金の申請時に必要
となる事業計画書の策定支援サービス
を取り扱いしております。

　令和4年12月より、地域密着型金融の取
り組みの一環として、東京海上日動火災
保険（株）と（株）グローバルキャストと連携
し、取引先事業者のSDGsへの取り組み状
況診断とSDGs宣言書の策定等を支援する
サービスを取り扱いしております。

　親族内承継、M＆A（第三者承継）など様々な事業承継の課題、お悩みについてご相談いただけるサービスを
取り扱いしております。（株）バトンズや（株）新潟事業承継パートナーと提携し、豊富な支援メニューをご用
意しております。

 地域活性化支援資金

 SDGsアシストサービス  事業計画策定・申請支援サービス

 事業承継・M＆A支援サービス

 しんくみビジネスローン

　事業用運転資金として、無担保当座貸越をご用意しております。ご融資限度額については、小型無担保当座貸越100万円以
上500万円以内、中型無担保当座貸越500万円超3,000万円以内、大型無担保当座貸越3,000万円超1億円以内（いずれも100万
円単位）でご利用いただけます。

 無担保当座貸越（小型・中型・大型）

　新規創業や創業後3年以内、または新事業展開をお考えの法人・個人事業者のお客さまを対象に、資金面でのご相談を承って
おります。

 創業・新事業支援ローン

ビップ

 特別融資VIP

 ビジネススーパーローン

法人・個人事業者向け商品
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KENSHIN DISCLOSURE

中間決算期
ディスクロージャー

令和5年度

　高校・短大・大学・大学院・専門学校・予備校などに入学、または在学するお子さまの教育
資金ローンです。ご融資期間は在学中の据え置き期間を含めて最長16年。ご融資金額は保証
会社別に500万円以内、1,000万円以内の2商品をご用意しており、2商品のご契約でご融資
金額は最高1,500万円までご利用いただけます。

　当組合で年金をお受け取りいただいているお客さま、または当組合で将来の年金受け取りをご予約いただ
いているお客さまを対象に、 プレミアム金利付定期預金「ゆうゆう定期預金」をお取り扱いしており
ます。預入期間1年、金利年0.10%、お一人様の預入限度額1,000万円にてお取り扱いしております。

　退職金受取後1年以内のお客さまで当組合へ退職金を100万円以上お預入いただいたお客さまを対象に、
退職者応援定期預金「夢未来プラス」をお取り扱いしております。預入期間1年、金利年0.30％にてお取り扱
いしております。（当組合に公的年金受取・予約指定いただいた場合、上記金利に0.30％上乗せいたしま
す。）

　自動車（自動二輪を含む）の購入資金、修理費用、車検費用や運転免許取得費用、および
他社マイカーローン借換資金としてご利用いただけます。ご融資金額は10万円以上1,000万
円以内。ご融資期間は最長10年。保証会社別に2商品をご用意しております。

　当組合と「職域提携制度」を締結している事業所等にお勤めの従業員の方（代表者・役員を含む）限定の
フリーローン商品です。「職域提携制度」とは、当組合と職域提携をしていただいた企業・事業所等へお勤
めの方へ優遇サービスを提供する制度です。ご融資金額は10万円以上500万円以内。ご融資期間は最長10
年。従業員の皆さまのライフスタイルをサポートいたします。

　住宅のご購入や新築・増改築資金、他社住宅ローンの借換資金などの住宅に関する資金としてご利用いた
だけます。
　ご融資金利は「固定金利選択型」や「変動金利型」をご選択いただくことができ、お取引内容に応じてご
融資金利の引下げをしております。「3大疾病保障特約付団体信用生命保険」、「団体信用就業不能生命保
険」のご加入も可能です。お客さまのニーズに合った商品を取り揃え、住宅関連資金のお手伝いをさせていた
だきます。

　新型コロナウイルス感染症や災害等により影響を受けている方が必要とする生活資金全般としてご利用い
ただけるフリーローンです。新型コロナウイルス感染症等により影響を受けた取引先の生活支援を通じて地
域経済活性化に貢献するための商品であり、取扱期間が令和6年3月29日までの期間限定商品となります。ご
融資金額は10万円以上300万円以内、ご融資期間は最長10年となります。

 マイカーローン

 住宅ローン

 退職者応援定期預金「夢未来プラス」

 プレミアム金利付定期預金「ゆうゆう定期預金」

 職域提携企業向けフリーローン

 学資ローン

 「生活サポートローン」

個人向け商品

営業のご案内




